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■背 景 

2009 年 4 月の伊都キャンパスへの全学教育移転にむけてセンター地区の工事が進んでいます。これ

にあわせて、地域住民、学生、教職員等が、九州大学伊都キャンパスと周辺地区「タウン・オン・キャ

ンパス」の今後のまちづくりについて話し合う「タウン・オン・キャンパスまちづくり推進会議」を企

画しました。2007 年 3 月より、会議にボランティアで参加している４人の教員をリーダーとする部会

（まちづくり部会、食農環部会、ライフスタイル部会、情報発信部会）による検討を重ねてきました。

(1)地域との交流サークルによる河川清掃、農産物市等の交流活動、(2)伊都祭等の開催支援、 (3)ホーム

ページ「夢ひろがるいとしま」（http://itocomi.x.cmssquare.com/）(4)ウォーキングマップ作成、の作成

など、地域と大学の連携・協働によって、まちづくりの様々なソフトを展開しています。これまでの会

議参加者は、学生 29 人、地元一般 32 人、自治体職員 35 人、大学教職員 42 人、合計 138 人。会議事

務局は、九州大学新キャンパス計画推進室、(財)九州大学学術研究都市推進機構です。 
■内 容 
第１回「まちと大学をつくる」（平成 19 年 3 月, 55 人） 
第２回「魅力的な大学まちとは」（平成 19 年 4 月, 53 人） 
第３回「景・食・農を語る」（平成 19 年 5 月, 58 人） 
第４回「できることからはじめよう」（平成 19 年 6 月, 59 人） 
糸島景観セミナー～糸島の風景を考える～（平成 19 年 8 月 10 日, 50 人） 
第５回「すばらしいまちをつくり子孫に伝えよう」（8 月 21 日, 49 人） 
キャンパス計画情報交流シンポジウム(平成 19 年 8 月 28 日, 92 人) 
第６回「いとしま MAP をつくろう」（平成 19 年 10 月 23 日、33 人） 
第７回「あなたはどんな景色・町並みが好きですか」（平成 20 年 2 月 20 日、44 人） 
みんなでかんがえよう「いとしま景観フォーラム」（4 月 19 日）13:30-15:45 

１．九州大学学術研究都市構想と景観づくり 九州大学芸術工学研究院 佐藤 優 教授 
２．浮世絵に見る「いとしま」の景観の見立て 九州大学新キャンパス計画推進室 坂井 猛 教授 
３．景観ワークショップの結果報告 株式会社アーバンデザインコンサルタント 十時 裕 取締役 
４．パネルディスカッション「ブランドと呼べる景観の魅力を考えよう」 

■効果と今後の展開 
推進会議の活動を通して地元住民と大学メンバーの距離が近くなり、推進会議の活動だけでなく、個

人的な交流も多く行われるようになりました。「いとしま景観フォーラム」を契機として、皆が大事に

したい景観やまちのイメージについて話しあい、景観のマネジメントや開発のありかたなど、様々な話

題をとりあげ、糸島のまちなみの景観形成に役立てたいと思います。 
【お問い合せ】 
新キャンパス計画推進室教授 坂井 猛 
電話：０９２－６４２－２２０８ 
FAX：０９２－６４２－２２０９ 
Mail：tsakauos@mbox.nc.kyushu-u.ac.jp 

 

みんなでかんがえよう「いとしま景観フォーラム」 開催 （平成 20 年 4 月 19 日） 

概 要 
4 月 19 日、福岡市産学連携センター（西区元岡）において、タウン・オン・キャンパスまちづくり

推進会議（住民、学生、教職員等有志で組織）主催により「いとしま景観フォーラム」を開催しま

す。推進会議は伊都キャンパス周辺における様々なまちづくり活動を行っており、フォーラムでは、

大事にしたい身近な景観、つくりあげたいまちのイメージなどについて語り合います。 


